
そ
の
安
全
管
理
規
程
に
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
者
を
定
め
る
告
示

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
平
成
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
二
号
）
第
二
条
の
五
第
二
項
の
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
者
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

氏
名
又
は
名
称

法
人
番
号

佐
川
急
便
株
式
会
社

八
一
三
〇
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
五
三

西
濃
運
輸
株
式
会
社

七
二
〇
〇
〇
〇
一
〇
一
五
七
五
五

日
本
通
運
株
式
会
社

四
〇
一
〇
四
〇
一
〇
二
二
八
六
〇

福
山
通
運
株
式
会
社

一
二
四
〇
〇
〇
一
〇
三
二
七
三
六

ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社

一
〇
一
〇
〇
〇
一
〇
九
二
六
〇
五

そ

の

他

告

示

令和年月日 火曜日 第号官 報

備
考

こ
の
表
に
お
い
て
「
法
人
番
号
」
と
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号
を
い
う
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
内
航
海
運
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
四
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

二

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
い
わ
き
市
四
倉
町
中
島
字
七
ム
ジ
レ

一
、
四
倉
町
八
茎
字
片
倉
一
三
八
の
四
、
一
三
八
の

一
〇
、
一
三
八
の
一
二
、
一
三
八
の
一
四
、
一
三
八

の
一
五
、一
三
八
の
一
八
か
ら
一
三
八
の
二
一
ま
で
、

一
三
八
の
二
三
、
一
三
八
の
二
四
、一
三
八
の
三
〇
、

一
三
九
の
七
、
字
上
手
七
二
、
七
五
の
七
、
字
籏
落

七
四
、
七
五
の
一
、
七
五
の
二
、
七
六
の
一
、
七
六

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
二
十
九
号

内
航
海
運
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
七
年
国
土
交
通
省
令
第
百
二
十
号
）の
施
行
に
伴
い
、

及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
平
成
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
二
号
）
第
二
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
そ
の
安
全
管
理
規
程
に
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
者
を
定
め
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
内
閣
府
告
示
第
十
四
号

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
し
た
令

和
六
年
能
登
半
島
地
震
非
常
災
害
対
策
本
部
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

〇
法
務
省
告
示
第
二
十
六
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

平
口

洋

横
浜
地
方
法
務
局
所
属

河
田

泰
常

岡
山
地
方
法
務
局
所
属

井
上

一
成

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省

告
示
第
九
号

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条

第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
四
月
一
日
付
け
を

も
っ
て
、
令
和
八
年
度
に
お
け
る
主
務
大
臣
が
指
定
す
る

施
設
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
の
で
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

環
境
大
臣

石
原

宏
高

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
環
境

省
環
境
再
生
・
資
源
循
環
局
資
源
循
環
課
容
器
包
装
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
室
、
経
済
産
業
省
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
環
境
局
資
源
循
環
経
済
課
、
財
務
省
理
財
局
総
務
課

た
ば
こ
塩
事
業
室
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
医
薬
産
業
振

興
・
医
療
情
報
企
画
課
及
び
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
新
事

業
・
食
品
産
業
部
外
食
・
食
文
化
課
食
品
ロ
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
対
策
室
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、

環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
六
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
い
わ
き
市
四
倉
町
玉
山
字
菖
蒲
平
二
六

の
一保

安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
百
八
号

令
和
八
年
三
月
四
日
に
ア
ン
テ
ィ
グ
オ
・
ク
ス
カ
ト
ラ

ン
で
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
に
お
け
る
低
所
得
層
の

若
年
帰
還
移
民
の
た
め
の
職
業
訓
練
施
設
整
備
計
画
の
た

め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
移

住
機
関
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

低
所
得
層
の
若
年
帰
還
移

民
の
た
め
の
職
業
訓
練
施
設
整
備
計
画
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

四
億
四
千
二
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

佐
野
豪
俊
在
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
大

使

国
際
移
住
機
関
側

ア
ナ
・
メ
デ
イ
ロ
ス
在
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
事
務
所
長

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
百
九
号

令
和
八
年
二
月
十
六
日
に
バ
ン
コ
ク
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

王
国
、
タ
イ
王
国
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
及
び
ラ

オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
に
お
け
る
メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る

国
際
的
な
組
織
犯
罪
に
対
す
る
越
境
協
力
強
化
計
画
の
た

め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連

合
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
国

際
的
な
組
織
犯
罪
に
対
す
る
越
境
協
力
強
化
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

五
億
千
六
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

大
鷹
正
人
在
タ
イ
大
使

国
際
連
合
側

デ
ル
フ
ィ
ン
・
シ
ャ
ン
ツ
国
際
連
合
薬

物
犯
罪
事
務
所
東
南
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
代
表

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
百
十
号

令
和
八
年
二
月
十
九
日
に
ダ
カ
ー
ル
で
、
円
借
款
の
供

与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
政
府
と
の

間
の
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
五
日
付
け
の
交
換
公
文
に

従
っ
て
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
政
府
に
供
与
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
マ
メ
ル
海
水
淡
水
化
計
画
の
実
施
に
係
る
円
貨
に

よ
る
借
款
の
支
出
期
間
が
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
政
府
と
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
と
の
間
の
取
決
め
に
よ
り
令
和

十
一
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
旨
の
口
上
書
の

交
換
が
、
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
百
十
一
号

平
成
八
年
九
月
五
日
に
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
マ

ジ
ュ
ロ
で
作
成
さ
れ
た
「
南
太
平
洋
経
済
交
流
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
立
に
関
す
る
協
定
」
の
有
効
期
間
は
、
そ
の
第

十
条
の
規
定
に
従
い
、
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延

長
さ
れ
た
。

（
令
和
八
年
三
月
二
十
日
付
け
南
太
平
洋
経
済
交
流
支

援
セ
ン
タ
ー
理
事
会
代
表
兼
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

務
局
長
書
簡
）

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充


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